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世界の宇宙事業における列強地図が、中国の急浮上により書き換えられようとしています。
２０１２年６月、中国は有人宇宙船「神舟９号」と宇宙ステーション実験機「天宮１号」のドッ
キングに成功し、有人ドッキング成功国としては、米国、ロシアに次ぐ三番目の国となりました。

宇宙開発は 長らく米国とロシア（旧ソ連）が牽引し それに欧州や日本 および中国が続い宇宙開発は、長らく米国とロシア（旧ソ連）が牽引し、それに欧州や日本、および中国が続い
ていました。しかし、２０１０年に米国のスペースシャトルが退役し、米国の宇宙開発事業は縮
小。その一方で、中国は２００３年の有人宇宙船「神舟５号」の打ち上げ成功や、２０１１年の
「天宮１号」の単独打ち上げ成功など、相次いでプロジェクトを成功させました。その結果、
２０００年以降の人工衛星打ち上げ合計数は日本の約１.３倍にまで急増。欧州にも届く勢いを
見せています。現在、中国は２０２０年を目処に大規模な宇宙ステーション建設計画を独自に進
めており、今回の有人ドッキングの成功は大きな弾みとなりました。中国が宇宙事業に注力するめており、今回の有人ドッキングの成功は大きな弾みとなりました。中国が宇宙事業に注力する
目的として、主にアジアにおける衛星有料テレビ受信者数の急伸といった衛星サービス産業の拡
大、また、高い技術力を証明することによる中国製品に対する信頼性の獲得があるようです。

現在、宇宙事業のトップを米国と争うロシアはその足場固めを始めており、さらにインド、イ
スラエルなども宇宙事業競争へ名乗りを上げ始めています。今後ロシアだけでなく他の成長国 * 

や新興国が宇宙事業をリードしていくかも知れません。

＊
｢成長国｣とは、ゴールドマン・サックスが提唱する今後世界経済の成長を牽引するであろう8ヵ国(ブラジル、ロシア、
インド、中国、韓国、トルコ、メキシコ、インドネシア)を指す。

主要国の人工衛星打ち上げ回数 世界の宇宙事業の商業市場における
総売上の分野別内訳（単位：億米ドル）（単位：回）
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